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E: Jレ陸）ア上 二時 十

、 ） 

事色 業地 降五 分

ノ 後方 前 方k, ?} 市

長日 屡 一一 橋 ア E 東



震同及同臭十同同要 ーー 同積向キ

ヲ年其年降分年年覧 γ 年 三 年鳴
出 起同東同友頃同同 一一 テ二百 三 動

ジ月 部月面軽月月擦 止月方月 ア

黒二地ニ積井十十レ ム七 里三

煙十方十凡揮九四 J、中 日 ーー 日其
1J・ ノ 一 一ー 百附 日 日降腹牛及押時一
吋I

昇日 降 日五近午午茨以後へ 川 間
I 

騰 午茨牛十 二後前面上六 長凡,, 
ノ、前 ア 後方非 三 五積 J、時 野三

長が:' 同 八 占里常時時 凡 降五 綜分〆戸旬、 、
日時同時二 ノ ヨ降百 2足分 知黒

午ヨ 上三及降 7及入 ノ 汽 事煙、、＿，.，，
後 十 プ茨同面十銭車 ヨ ヲ

一 噴 分 ア五積方メ ノ 上I

時煙 ヨ 時二里穂、車L ノ ケ
f『、

過盛 地迄百二 ア Jレ をト "Jffe. 

~ 一ー 同 質鳴三及暗カ 報砂

止 起 十 皐動十へ黒如 集 ヲ

マ 一 雑前方 色キ 象軽

ス遠 時 誌後里 ニ鳴 要井、 、、＿，
（ 

降 雷 頃 気囲気 獲動 覧 津

友 ノ 迄 象伊象 ジ ア ニ附

J、如 群 要同要 タ 擦近

西グ 馬 覧目覚 凡 レ 一一

。
） 〆’ー、

,. 向 方 鳴 鯨 コ牛 同 二 雨t九

長動 ~島~唱r: 擦後 上 三 降ラ
） 

野 ジ 中 レ五 気 分 茨セ

市地 町 J、時 象間 面



リ同グ五岡田動向リ同ア頃同附、
面年止時年緯ス年通山リ二年近

タ皆司八ム、 頃三附此同信麓テ J、同ニ

皐月某其月近三月ア二大一月及

雑三後勢三二同ニムテ噴同二八

仕向。 十宵弛十 J、ノ十地 J、煙ノ十リ

）日屡ミー降大五質之之破六同

午鳴夕日茨鳴日皐ト二裂日上

後動 Jレ午甚動午雑同倖ア午

六ジモ後タニ前誌時プリ後
、、~、、

時テ叉三 γ 伴三 ニ叉同二

二四モ時五予言ヒ時 可同二時

十方ヤ十時月テ三 ナ年十ヨ

一二男多分事ニ黒十 リ三七リ

分方正ジ頃新十煙分 ニ月日同

小砂グ激哩竺勝同 地十午四

諸ヲ黒ジ ジ四 震八前時

附雨煙 グ グ時 ヲ日八迄

近ラヲ鳴 噴及 戚午時 F責

山セ P責動 出向 ス前回煙

麓 リ出ジ ジ日 ル三十ヲ

大地ジ 黒 群午 旨時分績

霜皐約煙 馬後 南五頃ケ

ノ雑三 F責 照七 麓十叉同

如誌十出 横時 岩分一日

キ 分ニ 川各 村頃同牛

降 ノ時 騨一 回鳴ノ後

友 後間 松岡 町動破十

ア 金銭 井鳴 ヨニ裂時、



従 キ果千な カ 映以、
来モ ジ 四 る 或キ上吾同友 J、 同 同、 、
ノ 叉テ 百議 J、近鴎人 四 ア 鳴四ニ

P責其然八開 ~e. 年火 ノ 十 動十十
（ 

火間 フ 十カア録 一一 ノ 耳ニ地 ヲ 一五

中 一一 －＇・、 六裁 一一 嘗詑 二年串間年年

天ハ往年は遺テ銀新向雑
（（  

j; 同 同

明費昔 ニ名漏甚 ーー ナ千誌 ス千千
） 
、

三際 一一 至の ア タ就 Jレ九 同九九

年金噴 Jレみ Jレ主主テ所百 タ百百、、－
ーー グ 火 一一 立 一一 額之ナ九 八八ニ

於噴 ， ， ，，、 け ヨ 繁 ヲ 年 時年年、、ー＿， ））  

ヶ煙詑其しbー Jレ ナ見 玉 頃九八
Jレ ヲ銀噴 カ Jレ 3レ 月 及月 月、
モ絶ナ煙ア 同 カ 一 翌一 一.:::: 

一 一一一
ノ チ キ ノ ノレ園如往 十 日 十十
ノ、 ジ J、絶 J、雑キ普 一 午一 日

熔 コ多エ女詑 J、数 日 後 日 午

｜岩 少タ 明 ニ費百 午 零午前
一寸

ヲ ゼ」記 )tノ ノ 守 綜年 後 帰後六

・流 ア銀 ゴ 頃は往間 十 四五時
（ 

ーー 千世昔 J、 十時二るノ 一
茨 γ 遺 ヲ 四 に J、会 時 分宇十

砂ナ漏示百煙会 グ 頃 頃頃分

ヲ ア 明，？ ス 』L
宅 グ 噴 ノ 前噴小ノ、

降ン ルモ十？ζ 静火 噴 橋出噴
‘ 

プ ft 一一 ノ 九え 穏 ノ 火 地前出
（ 

ミ／ 由 、年て ナ詑 ..＞、 方橋同

人 Jレ如 ヨ 信 事 メ－7入 一司 二上

濃 宵 降テ
、J

命 ，、、 ミ／ 三ノ ヲ
、

司嗣

H
v
t
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~！！ 浅叉 ヲ キ望屋後破 此財

ナ間 見光見 ノ 」ゴ裂 等産

Jレ 山 諸 Jレ度セ勤時 ノ ＿，・、
一一

大 ノ 町 J、強シ搭四扶 本多

P責 P責郵 稀烈
一一
ヲ 十況 一 所大一一

火火使 有ナ猛認分 刊 ノ

盛局 ノ ブ 然識頗前 4 行損
ナナ 長 事サ タ ジ Jレ橋

同
ノ 害

)Lノ
一一
Jレ Jレ タ 強測 上 ヲ

黒 ヲ 山 属火黒 キ候 ノ 国奥

煙認偉 ジ焔煙 鳴所 破 国へ、
際メ 太 鼠 ノ ノ 云動長

裂
中高 タ、

々 主主 郎 往噴噴 ブ ア赤 1也 JI〆

タ ヨ 兵 十出 出 モ 井 質 J、

1レ J、 飴ス ノ 日敬 設地

中約嘗 年 Jレ共 ア障 三 明災

ヨ 三 時 問 ヲ → 子 兵 書集、
四偶 二見建右烈 ノ

一一
覧、

恰分小 ＿，、 タ 地鳴 ジ報 詳奇

モ ヲ 諸 未 ノ 響グ 止Eと:t 詑冨

十経緯 タ斯小 ヲ震
一一 セ－

数 テ ヨ 脅 ノ 火閤動操 Jレ覧

高一 テ如災 グ ス レ ヲ 等、
ノ 大北 見 キ

一一
ヤ慮ノ、 以 一ー誠

提 爆
一
サ剣於蒼 二十 テ詑

灯麓 向 然テ僅 ヨ 一 控ス一
イ’丁ー ア ジ タ 見浅 月 ーー Jレ

列共蹄 所 Jレ ル問 テ七 賛カ

ヲ
一一 主主 ナ火カ 山 J、 日 セ如

遠猛 中 焔 昔日 ヲ家午 ス 三ノ、 、



四

J、 LU 東 ア ーー 作 Jレ 潟 今亘 一一
ーー モ望

主 ノ 面 Jレ偏用熔
一一 同 由 ア ノ ス

方 師 ，、、 ス J、岩火 ノ ア Jレ プ ヲ Jレ

ジ 面 チ ミ／ Jレ 必塊孔 破撮ナ サ 見 カ、
ア 一一 沓十 コ ス

...、 内 裂影 ブ 3t 長日

北 J、 掛ニ シ’ !fr.. ノ ＿.，、 ジ ユノ ミ／ グ
、

叉西割方月 ア モ孔熔 所 タ 第 、
風合面十 Jレ精 ヲ 岩 謂 Jレ ニ云既無

一ー ーー 一一
日 ，、、 密中 塊 爆モ 版 プ ニ数、

ジ 多 J、 及 ケ ・4 』L" ヲ 護 ノ J、 ~巳百β ジ ノ
一寸

ア グ 落十 レ 直 破性ナ プ ア イ

従且下－ ...、 上 ミJ 砕 破 諸 一一 園 Jレ
（ 

ア 、'Y セ 日 落 一一 ア
もノ 裂撮 一→ 火 有 、、、

降大 Jレ 小下向葉 タ 一一 影於焔林ネ

茨ナ熔官 セ ア 周 Jレ 属者 ア ＿，・、 野
＿，，、 Jレ 岩 ノ Jレ起国 モ 》 ＿.，、 」江熱 ーー るノ

専モ塊巡熔 ｝レ
一一
ノ 地小 日 灼延 ヨ

プ ノ 割問岩 へ落 → → 下 諸 ノ セ；壊ン
L 

山 ア 合踊見塊 キ 下 ジ
一一 町夜 Jレ ジ ヲ

ノリニ察 J、モ堆テ欝鶴間熔其鮪

南吋少ス方ノ積財積聾ヨ岩社セ ｜

東 ジ グ Jレ 向 一一
セ グ セ官官 塊観ジ

面テ 且所
一一
非 Jレ ジ Jレ ナ 八 ノ 筆 7J 

一→ 破 ヅ .::: ヨ ス ナ ア 水 日 拠紙如
、ー~

限裂 小 擦 モJ 破蒸 ノ 出 ノ グ
、

嘗 一一
レ 其 テ 市 砕汽 午 セ 能火

ア 時 ジ J、量多 ジ セ ノ ，目.l.L。‘ フ グ 花
之 ノ ア 火 ーー 少 テ ブ 張 八 レ 室主 ヲ、
ヲ 風前孔 差 ー爆 レ カ 時 タ ス散

見 向掛 ノ 遠方護 タ ノ 一一
Jレ 所ス
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懸テ熔 而堀一其中拘長シ以 Jレ、
ノ Jレ岩第 ミJ 内丈他 一一

フ サ 小テ 一ー、
石石塊 三 ア 雨長長掻ス 反官爆拘

基基 ノ 版熔技サ 野氏備幅 ノ 議 フ

一
ニ岩 ーー 岩手三賂占多共 自作ス

同斜質 示塊 ノ 間岩十少 ニ撃用熔、
様長 ス J、 貴横村度 ノ 約セ ノ 岩
ノ 石熔 カ 概見二回盛高ニル荷塊、
斑輝岩如 不 ジ 間警 ノ 温間最西 ノ

品石塊 ジ 甚 タ飴察最度 ノ 大 一ー 大、
ヲ椴 一一

タ 3レ ノ 署大 ヲ モ ノ 偏ナ

合撹ニ 脆 モモ長駿有ノ 熔ジ Jレ

有石種 グ ノ ノ ヨ 湿セ 一一
宕山 アー モ、

ジ ノ ア 且 ＿，、 ア 器 ジ塊起 ノ、
多斑 'Y 約 同 ヲ 十テ ＿，・、 レ J、、
少晶一 其 ニタ 豚挿二嘗火 Jレ却

~辛 ヲ ＿，、 多 間 警入月 時孔モテ

石 碁黒 数 一一 察セ 九 ノ ノ ノ 山

質布色 d，、 一云部 ジ 日 家南ナ ノ
ヲ ス 紙 通 間 ヒ

一一
ーー E 温部 Jレ南、

帯 Jレ密 甲 位長報忽午 J、
一一 コ西

プ モ 一一 形 ノ 野告 チ 中零落 側
Jレ ノ ミノ、 ノ モ地セ破村下下 ヲ

一一

モ ー テ 亀 ノ 方 ル損情十セ推多

五
ノ －＇・、 披 裂 ナ測モ ジ 一 一 Jレ測グ一 一
ナ暗璃 ヲ 候 ノ タ 氏度高ス落

褐光 潟 シ所 ーー ＿，、 ナ サ ル下、
而駒裡 セ 西 J、 葉 約 一一

セ

ジ色 ヲ Jレ 云津高云裂ジ 九足 Jレ、
テ粗放 コ ブ 小サ プ 隙 一一 尺 プ J、

、 、 、 、



』

圏 J、村キ英果合 ヲ ア 破黒 Jレ ユ前

錐サ兵モ吉 J、撤有斑璃色 モ J、者

形り J、ノ利結撹ジ品 中級 ノ 線最

｜ノジ今川園尾石輝 1
一
密 ア駒モ

l穴｝同放物ニ複有ジ 斜 ノ 色多

云噴射理示輝磁テ 長岩 紙グ

熔 プ 出能 皐セ 石鎖 J、 石石 密数、
岩 ノ 倣者 Jレ安鍍多輝 ヲ ノ 々

一寸

石海塊 熔 ア ミP カ 山及色 主亀、
ノ 岩 Jレ ヨ 如岩褐性磁井 甲

1J< 境モ 三J ナ色 ア 銭 ジ形

蒸 一一
新 Jレ披 Jv 鍍翁 ア ノ
L 

ヲ璃斜 等汽 就キ シ 輝裂
'O 

ノ ア モぞ 知 等方 ノ 之 石隙

張 之 ノ 氏 Jレ ノ 輝徴 ヲ ヨ ヲ

力 ヲ
一一
＿，，、 へ 包石 品類 有
一寸

、

一一
駿 J、 ，、ご ジ哀黄 ヲ 微 成 ジ、 、

ヨ セ 之 ス 本物褐 浮鏡 3レ後

ジ ヲ ヒ、、 所 ヲ色 ，、、 下 一者

可I可吉f
一一
見 ア 分有 ノ Jレ 一一 種 J、

グ 放 Jレ ス 析 ス 草所照 ノ 甚

s:-司a． 射 コ及 係 Jレ斜謂 ス 鍾 タ

中 官E 山
一一
斜輝攻b 二 質稀

一一
倣ナ P責 於長石璃ア石 岩ナ、 ロ

拠 ＿，，、 ジ 出 テ石往基ピ基 類 、
出 之 ノ 分ア 々 流リ J、 芹宵

云熔 析 累
チ

セ ヲ 品y 黒 ヲ前、
7 見八岩 セ 郎帯 質F 禍 拶者

レ 3レ ノ ｝レ チ構
一一 色 取 ノ、

再 d目＇5モ 中古 結其遺 ミJ ノ セ 中
、e

－
六
一



掛部蓋
一
モ歩リ リ レ ス 面 ヒ

L 

山 ヲ シ 十亦 J!IJ ノ 夏原 Jレ
一
地

ノ 理始数同
一一 花一，，－. －一- 形 一

於面

中 メ メ ノ 大 ヨ 坂逸 ヲ 際 ア 一一、

四 腹後大小 ノ Jレ ヲ 出保 ミ／ 共落
） 

一一
夏ナ ナ穴深上ジ タ 1也 一一

下

破
－＞、
一一
Jレ Jレ ア ガ’ タ サ 面之 ジ

裂 大幾落溶 約タ Jレ Jレ
一
ヲ ア、

小多石石穴九 Jレ そ子 よE子 国 見生
一

イ宇
金正 ノ ノ ア ノ 尺慮 ノ ノ 錐 Jレ ジ

、
数落魚 大 ニ海邸、多 形 ヲ タ,,..._., 
ノ 石 ー一 テ 部シ抜 カ ジ ノ 得4 Jレ

Jレ 、
＇／、， ア 園多 ノ、 ア 約 フ 叉穴 ，、、 大

鳴 、
ア 在住 グ 己小千 ス 一 ヲ ジ

動
、 、

ジ形 ノ ニ字八造度 穿而 ノ

地 ヲ ノ 小 積横百掛落 、ア ジ 固

震 示穴穴零道米 ヨ ア 錐

及 ス ヲ ヲ ヲ ノ ／ ジ 同 拠＊

気 モ穿穿以下地 ノ ノHー 時 出 ノ

麿 ノ チ チ テ 海黒占登 ｝レ
一一
セ 'f、－・、 、

ノ ナ後其盟抜
一一
山熔大 プ

J、

警警 扶 }' 約 ア路岩 レ 沓--
（ 

化 第降 恰 ラ ニ Jレ
一一 塊 ノ ダ 持｜、

四零モ レ千穴沿ノ、 破 Jレ方

七
）民 ア蓮積 三 J、 ヒ 地 芹熔面

参 ノ 零百直小 ノ
一一
岩 及

日吉 テ ：rノ 米径笥反破塊前
） 

其穴 ノ 上 ノ 約行動 砕 J、掛

他 1 長日 ニ所四者
一一
セ 落山

前大 Iシ 真ニ 間 開 ヨ プ 下方、



昆

北
一一
ア ーザ 鳴 鳴テ コ カ モ寓紳島鳴

佐闘 於 動動約 故 ノ 千奈脈動、
ヲ＼ ス 左 ア ノ ノ 三僅 ーー

一一
四川下

、
郡 Jレ 最強十々 鳴 百膝編爆

一一

＿，、 ジ

大l 報委或 モ カ五六動 テ 四 下 島裂

強ナ里里匡嘗 十 三中里告考 J、
一一

ネす ;x ?1!! ヲ飴域時方崎村際， ヲ ノ
、 、 、
強 示 銭硲、 ナ ジ隔 ノ J、 ノ 粁千磐 ジ、
戸 ス メ 子 1ノI ヲ 、y 鹿 北 風 二葉城テ、
障 長 ノ シ 知 Jレ ーー 東 向 達鯨平起、 、
子 野破 ＿.；，、 Jレ東之市 J、 セ 下 南 レ

ノ t也損 長 二京 ヲ ノ 西 千 J、 Jレ
、

破 方 セ 野足 ノ” 間 三 北鳴葉 山 鳴、
t負 調1Jレ 懸 Jレ 地 71 方 面．動館梨動

叉 候 モ 下へ
一一
ス

一一
長屋 山鯨 ヲ、 、

J、 所 ノ 北 ジ於長 接 野域銚下戚、 （ 

地 J、 子 甲ジ倒 水 ア 佐 地 テ 野 -jJ 、
レ 戸 ク」園戸市 方大静府タ、 、 、
タ 測或 郡参障 附 西測コ 岡静 Jレ

Jレ 候 J、 ナ照子近 J、候卓膝岡地

｜モ 所 芦 リ ノノ 上 所越下鯨 j或 ｜

ノ 及障 ジ 震 如 田 ノ 風下下 J、

夏 前子 壬士 動キ 国T報 ノ 田静甚

一一
橋 ノ ノ ヲ 固 ノ %・尽E：ノ; 

一一
同 タ、

ナ 測倒 、 間 ヨ 昔日 ニ響及南 m
ジ 候 レ 如 キ キ ヨ ヲ ヒ 東グ
｜ 、 、
議 所 タ グ ジ然山 Jレ受面 J、北、 、町ー”
間 ノ Jレ 此 J、 ヲ ナ ヶ積 東東、
山 鳴 よE- 地 以而 ~2 タ 約京 J、

ヨ 動 ノ 方 ア ジ 官レ シ’ Jレ五市稲
、

入
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二同ニ同浅同離モ 同 八 同山同

町御里小間伍二 ノ 西 町北 ヨ 南約

代十 沼 山 賀里数長 大 大南
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